
単位時間の終末での子供の姿を、指導事項と関わらせ
て具体的にイメージして単元・単位時間の指導計画を
立てることで、本時に講じる手立てや評価が明確にな
り、生徒が自己の学びを実感する姿につながっていま
した。

ねらいにせまるための指導の工夫

1

①育成を目指す資質・能力の具体的な理解と指導計画の工夫

②「考えの形成」の授業における課題化の工夫

教科書の文章を読んで理解したことに基づいて、自分
の考えを形成することができるよう、課題を工夫した
ことで、教科書の言葉を引用したり、調べた資料につ
いてICTを活用して示したりしながら、自分の考えを
伝える姿がありました。



「大中小の３種類のスナップボタン」「作業
の流れが分かる自分目線の動画」「糸の通る
ところが分かる大型模型」等、個に応じた指
導・援助を工夫したことで、確実に技能を身
に付けることができました。

ねらいにせまるための指導の工夫

2

①個に応じた指導・援助の工夫

②ＩＣＴを活用した生徒の学習状況の把握

※この吹き出しは入力後消去してください。
今年度授業を参観して、「ねらいにせまるための指導の工夫」
として、よかったなという授業について、ポイントを２点にま
とめて紹介してください。
（教師の〇〇という働きかけで、児童生徒が〇〇できました。）
（教師の〇〇という工夫で、児童生徒の〇〇できました。）
（〇〇という指導計画の工夫が、本時の児童生徒の〇〇な姿につながり
ました。）

教師用のタブレットに送られた「順調です！、仲間と一緒にが
んばります、ＨＥＬＰ！」の言葉から生徒の学習状況を把握し
たことで、作業の順調な生徒への価値付けや支援を必要として
いる生徒へ適切に指導・援助を行うことができ、全員がねらい
を達成することができました。
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